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電出力の低下が著しい 1 月頃にアニール処理を行うことにより， 10年後の発電出力をほぼ 2 倍以上に維持できること
を明らかにした。





第 5 章では，アレイ出力の最大出力点制御を行うと同時に， 日射量変動や系統電圧変動に対しても，安定に動作で
きる最適なインバータ制御方法を提案した。次に， この制御法を適用した小規模な系統連系用 PWM インバータを
試作して動作特性を解析しその実用性を明らかにした。

















力が著しく低下する 1 月頃に毎年この処理を施すことによって， 10年後の発電出力が，処理なしの場合にくらべて倍
程度に維持できることを明らかにした。
本論文では，さらに独立電源として風力発電とバイブリッドした場合のシステムの最適化制御法，系統連係システ
ムにおけるパルス幅変調インバータ (PWM) 制御方式について研究し，その動作特性の解析から，近未来に最も実
用化が期待されている個人の住宅用系統連係システムの最適化制御法を確立しその実用性を明らかにした口
以上述べたように本研究は，クリーン発電として注目されている太陽光発電技術の進歩に貢献するところ多く，博
士(工学)論文として価値あるものと認める。
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